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震災と 「文庫」

　本格的に本を読み出したのは、 大学生になってからだった。

　日刊スポーツに入社してからも３年目までは内勤ということもあり、 時間に恵
まれた。 暇に任せ古書店の均一本など単行本、 文庫、 新書を買い漁ったの
である。 ある時は店前の本箱１台、 まるごと買ったこともある。

　自宅の４畳半はたちまち本で席巻され、 およそ２０００冊が積み上げられ
た。 その頃、 知人の紹介で、 宮城県の高校にこれらを寄贈する機会を得た。

　東日本大震災から１年ほどが経っていた。

　ただし、 本は書き込み、 傍線で汚れており、 それらを寄贈するのはいかにも
気が引けたが、確認すると 「それでも良い」 との、相手からの早急な返事であっ
た。

　送り先の、 高校の名前は忘れてしまったが、 後日校長名で 「図書室に棚
を設け、『文庫』として活用させていただく」との礼状が届いたことを記憶している。

　震災直後、 私が宮城県東松島市にボランティアとして足を踏み入れたのは
初夏も近い頃であったか。 約２万４０００人のアメリカ軍兵士による大規模
な被災地支援活動 「トモダチ作戦」 が概ね終了。 現地が、 多地域よりボラ
ンティア投入が遅れたのは、 その惨状がひときわすさまじかったからで、 時折震
度６程度の余震もあり、 素人には手に負えない現実があった。

　それでも側溝の蓋を取り外しヘドロを搔きだし、 わずかに残った住宅の床下を
スコップで浚（さら）った。 水分をタップリ含んだ土のうを運ぶ、 一輪車の扱い
にも慣れた足掛け２年、 通算７回の現地訪問だった。

　地盤沈下で、 かっての住宅地はひたひたと海水が漂う状態ではあったが、 こ
れ以上の物理的な支援は一区切りと判断した。

　思い出すのは４０歳半ば、 日刊スポーツ東北支社（当時＝仙台市）に
約３年間単身赴任したことだった。 その時期に知り合った、 閖上（ゆりあげ）
在住の友人はいまだ行方不明である。

◆

　震災後、 故 ・吉村昭の著書 「海の壁　三陸海岸大津波」（のちに 「三
陸海岸大津波」に改題）が脚光を浴びた。 １８９６年（明２９）の大津波、
１９３３年（昭８）の大津波、 チリ大地震大津波の３部構成で、 三陸
海岸各地の大津波を受けての被害状況、人々の行動を克明に記録している。
今、 あらためて読み直している。

　岩手県下閉伊郡田野畑村には村民との親交をきっかけに、 吉村が寄贈した
蔵書を収容する 「吉村文庫」 が開設された。 震災の津波で約７５０冊の
蔵書は全て流出したが、 その後尽力もあり、 島越駅駅舎内に文庫は復活し
ている。

（2019 年 2月 21日更新）

◇「新聞に載らない内緒話」 執筆者のコラムがニッカンスポーツ ・ コムでも。
　「新聞に載らない内緒話」

　　
http://www.nikkansports.com/general/column/naisyo/news/
　※上記のＨＰ（ホームページ）からの原稿の転載はご遠慮ください。

★スポーツ、 芸能情報は日刊スポーツで。 ご購読申し込みはお近くの朝日新
聞販売店、 もしくは日刊スポーツ販売局フリーダイヤル　０１２０－８１－
４３５６まで
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※当紙面に掲載している内容は券面記載内容の一部です。 詳しくは券面をご覧ください。

春・さくら 咲クヤ at 百段階段 ～文化財に花開くさくらアート～
ホテル雅叙園東京／ 3月 28日㈭～4月 21日㈰／10組様

大哺乳類展２
国立科学博物館／３月21日㈭～4月 26日㈮／10組様

横浜ランドマークタワー スカイガーデン
3月1日㈮～5月 31日㈮※5/28は利用不可／10組様

フィールド・アスレチック　横浜つくし野コース
5月31日㈮まで※4/27～ 5/6は利用不可／10組様

川崎フロンターレVSガンバ大阪
等々力陸上競技場／3月 17日㈰ 15:00 キックオフ／5組様

2019明治安田生命
川崎フロンターレホームA自由共通券
4/5( 金 )Ｃ大阪　4/19( 金 ) 湘南　5/17( 金 ) 名古屋

等々力陸上競技場※いずれか１試合のみ有効／10名様
○今シーズンより、フロンターレ招待券は、一般開門時刻からの入場になります。あらかじめご了承ください。

【応募方法】
はがき、 FAX、 ホームページまたはメールにて受け付けています。 住所 ・氏名 ・電話番号、 および希望プ
レゼントを漏れなく記入して下さい。 希望者多数の場合は抽選となりますので、 外れた場合の第二希望が
ありましたらそちらも併せてご記入下さい。 直接メールされる方は、 お手数ですがメールタイトルを 「プレゼント
申し込み」 とご記入下さい（無題ですと、 迷惑メールと判別して削除される事があります）。

①応募者多数の場合は抽選となります。
②発送を以って当選発表とさせていただきます。
③応募は、 一世帯一回までです。 複数応募された場合、 有効は一通のみとなります。

当選後の枚数追加や〆切日を過ぎた応募には、 チケット手配の都合上対応できかねますのであらかじめご了承ください。

応募〆切︓今月 10日必着　宛先︓当誌４ページに記載
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お手元までＡＳＡ（朝日新聞販売所）
がお届けします。お申込みはＡＳＡス
タッフへ直接、またはお電話でどうぞ。

～　古紙回収サービスのお知らせ　～
12 時までのご連絡は当日回収行います。
バイクでの回収の為、 必ず紐で結わえて下さい。
ご協力お願いします。

①新聞　／折込チラシも同梱OK。 本は同梱NG。
②ダンボール　／ 60㎝ ×80㎝以内（道路交通法により）
③雑誌　／紐で十字に縛ってください
3種類に分けて結わえてください。

ビニール袋など混同しないでください。 カタログのビニール梱包は取り除
いてください。

※再生紙、トイレットペーパとの引換えは行いませんのでご了承下さい。
自治会等の回収と混同しない為に受付後の回収になります。
オートロックマンションの方はその旨お知らせください。
バイクでの回収の為、 天候のご配慮お願いします。


